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国大協TOPICS

国立大学協会が下村文部科学大臣に予算・
税制改正を要望
　　
　7月24日（木）、松本国立大学協会会長、羽入副会長及び
木谷常務理事は、下村文部科学大臣を訪問し、我が国の成
長発展を支える大学力をさらに高めるために必要な予算の
確保・拡充、税制改正を求める要望書を提出しました。さら
に国公私大学団体連名で、高度な学術情報ネットワーク
（SINET）に関する要望書も提出しました。
（詳細は、http://www.janu.jp/news/whatsnew/
　　　　　　　20140724-wnew-houmon1.html）
　　　　　
〇予算要望事項
1 高等教育予算全般の拡充
2 国立大学運営費交付金の確実な措置
3 国立大学の教育研究の基盤となる施設・設備の整備
4 国立大学附属病院に対する財政的支援の確保・充実
5 学生に対する経済的支援の拡充
6 若手及び女性の教員・研究者の育成支援
7 大学の国際化とグローバル人材育成の推進
8 地域再生・活性化の拠点としての大学の機能強化
9 大学改革を加速する各種競争的資金の安定的確保と
 間接経費の拡充
10 科学研究費補助金予算の確保と基金化の推進
11 学術情報ネットワーク（SINET）の整備

【特集】国立大学改革の新局面：
イノベーションの創出Ⅱ
Episode 1
グリーンイノベーション
和歌山大学
Episode 2
人材育成イノベーション
山形大学

Opinion
総合科学技術・
イノベーション会議有識者議員
原山優子

発見！国立大学
Museum & Campus
北海道教育大学
山形大学
一橋大学
宇都宮大学
名古屋工業大学
大阪大学
徳島大学
九州工業大学

今、学生は！
東北大学／吉川由姫さん
東京農工大学／櫻井夏実さん
名古屋工業大学／小原睦代さん
鳴門教育大学／西森貴志さん

国
立
大
学

13

国大協の動き（平成26年6月～平成26年8月）

上記の内容については国大協ホームページ
（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。

　「イノベーション」は、「新たな価値を生み出し、社会的に大きな変化を起こすこと」
であり、「科学技術イノベーション」は「知的・文化的価値」とそれを発展させた「経
済的・社会的・公共的価値」を創造するものとされています。（科学技術・学術審
議会学術分科会「学術研究の推進方策に関する総合的な審議について」中間報告 
平成26年5月26日）
　他者とは異なる発想や研究成果から即効的な経済効果をもたらす「技術革新」
を指して、イノベーションという言葉がイメージされることも少なくないでしょう。
しかし「技術革新」は成果として見えている部分であり、それを生み出す構造に目
を向けると、教育研究機関である大学の基礎研究を含む学術研究はイノベーショ
ンの源泉として欠かすことができない要素であります。企業や大学などの応用・開
発研究が基礎研究と結びついたとき、イノベーションの Sustainability （持続可
能性・持続的発展性）が保証されます。
　イノベーションの究極の目的がボーダーレスなグローバル化の中で人類の未来を
Sustainable なものにすることであるとするならば、人文・社会科学系を含めた「知
的・文化的価値」を発展させた広義のイノベーションが重要です。社会を構成する
のは「人」、社会を活性化させるのも「人」であることに改めて目を向けると、教育
機関である大学における教育の質保証を確実にする学びのイノベーションも不可欠
な要素になるでしょう。
　イノベーションを実質的なものにしていくには、広義な意味でイノベーションをと
らえ、Sustainabilityを意識化することが重要であり、そのために戦略的な人材
育成と環境の活性化が重要となります。
　国立大学は、国立大学改革プランと再定義したミッション
に基づいてそれぞれの特色や強みを基礎に、戦略的に機能
強化に取り組んでいます。今号では、農村の活性化を目指
したグリーンイノベーションと地方大学の地域資源を取り入れ
た人材育成イノベーションをご紹介します。

国立大学法人等理事研修会

第１回通常総会

総合損害保険研修会

国立大学法人等部課長級研修

第３回理事会

平成２７年度国立大学関係予算及び
税制改正等に関する要望書を提出

国立大学法人トップセミナー

国
立
大
学
改
革
の
新
局
面

イノベーションの創出Ⅱ

イノベーションの創出Ⅰ

グローバル化

ガバナンス改革

特集
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長友 恒人（奈良教育大学学長） 平成26年
　6月2日

　6月16日

　7月7日

　7月14日～15日

　7月17日

　7月24日

　8月21日～22日

左から、羽入副会長、松本会長、下村文部科学大臣

中小企業との共同研究実績（件数ベース）〔上位50大学〕（平成24年度実績） 文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、国
立
大
学
は
地
域
に
密
着
し
た

教
育
研
究
を
展
開
し
て
お
り
、地
域
へ
の
貢
献
度
は
非
常

に
高
い（
左
図
）。国
立
大
学
は
、地
域
に
お
け
る
産
学
連
携

の
中
核
を
担
う
と
と
も
に
、そ
の
教
育
研
究
活
動
に
よ
り
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
貢
献
し
て
い
る
。

出典：文部科学省提供資料により国立大学協会事務局作成
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「
地
域
を
支
え
、
地
域
に
支
え
ら
れ
る
大
学
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
農
林
業
の
諸
問
題
に
文
理
融
合
で
挑
む
「
和
歌

山
大
学
型
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
環
境
技
術
や
産
業

革
新
を
連
想
す
る
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
う
し
た
技

術
や
産
業
の
背
景
に
あ
る
地
域
社
会
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
社
会
技
術
の
高
精
度
化
を
目
指
す
も
の
だ
。
大
学
の
様
々

な
分
野
の
教
員
と
学
生
が
地
域
の
人
々
と
協
力
し
、
現
実
を

分
析
し
た
上
で
、
農
山
村
の
価
値
を
見
直
し
新
た
な
シ
ス
テ

ム
を
提
案
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
学
生
た
ち
の
実
践
的
教
育

と
し
て
も
展
開
す
る
。
ま
さ
に
地
方
の
国
立
大
学
に
お
け
る

地
域
連
携
の
あ
る
べ
き
姿
の
１
つ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
の
理
由
の
１
つ
に
農
村
の
空
洞
化
が
あ

る
。
社
会
構
造
の
変
化
の
波
は
、
農
村
か
ら
都
市
へ
人
を
流

出
さ
せ
、
活
力
を
奪
っ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
農
村
を
再
び
輝

か
せ
る
た
め
立
ち
上
げ
た
の
が
、
観
光
学
部
の
藤
田
武
弘
教

授
率
い
る
「
農
業
・
農
村
の
複
合
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。

　
「
教
員
の
持
つ
豊
富
な
知
的
シ
ー
ズ
と
若
い
学
生
の
熱
意

を
駆
使
し
、
単
に
農
産
物
を
育
て
て
売
る
だ
け
の
農
業
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
農
村
の
価
値
を
活
か

し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
革
を
狙
っ
て
い
ま
す
」
と
藤
田
教

藤田武弘教授
（和歌山大学観光学部地域再
生学科）
大阪府立大学助手、同専任
講師、和歌山大学経済学部
教授等を経て、2007年に、
現職に就任。「中山間地域再
生論」、「グリーンツーリズ
ム論」などを教えている。
現在は、観光学部副学部長、
近畿都市農村交流活性化塾
の理事等を務める。

和
歌
山
大
学
が
文
理
融
合
で
挑
む

農
村
活
性
化
の
新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
。

鍵
は「
日
本
型
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

農家の「元気」が伝わってくる「めっけもん広場」。和歌山大
学の調査に基づく日々の工夫により、連日賑わっている。

EP
ISO

D
E 1

大
学
と
地
域
が
共
存
共
栄
。
　

和
歌
山
大
学
型
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

観
光
学
部
が
取
り
組
む
農
村
の
活
性
化

農
業
・
農
村「
複
合
化
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

和
歌
山
大
学

グリーン 
イノベーション
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慣れない作業ながら、精一杯活動する学生たちを温かく受け入れる農村ワーキングホリデー。



Episode 1 大学と地域が共存共栄。和歌山大学型グリーンイノベーションとは？── 和歌山大学

授
は
熱
く
語
る
。

　

農
村
の
活
性
化
に
は
、
ま
ず
地
域
外
の
人
々
を
呼
び
込
み
、

交
流
で
き
る
仕
組
み
を
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普
及
し
て
い
る
バ
カ
ン
ス
を
農
村
で
過
ご

す『
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
』が
効
果
的
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
長
期
間
の
休
暇
が
取
り
づ
ら
い
日
本
で
は
、
同
じ

や
り
方
は
難
し
い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
「
日
本
型
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
だ
。
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
農
産
物

直
売
所
、
農
家
に
泊
ま
っ
て
そ
の
生
活
を
体
験
学
習
す
る
民

泊
、
食
事
と
住
居
の
提
供
を
受
け
て
農
作
業
を
手
伝
う
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
な
ど
、
短
期
間
で
あ
っ
て
も
地
域
外
の
住

民
と
農
家
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
、

さ
ら
に
は
農
家
の
意
識
そ
の
も
の
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
和
歌
山
県
紀
の
川
市
に
あ
る
大
規
模
農
産
物
直

売
所
「
め
っ
け
も
ん
広
場
」。
こ
こ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践

の
場
の
１
つ
だ
。
学
生
た
ち
が
「
め
っ
け
も
ん
広
場
」
の
事

業
者
、
生
産
者
、
利
用
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
丁
寧
に
行

い
、
利
用
実
態
や
評
価
を
把
握
、
改
善
点
や
ニ
ー
ズ
を
分
析

す
る
。
こ
れ
に
よ

り
新
鮮
安
全
な
地

元
農
産
物
の
提
供
、

体
験
農
業
、
料
理

教
室
の
実
施
な
ど
、

利
用
者
目
線
の

様
々
な
工
夫
が
な

さ
れ
て
き
た
。

　
「
こ
こ
を
単
な
る
販
売
拠
点
で
は
な
く
、
農
家
と
消
費
者

の
交
流
拠
点
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
直
売

所
に
出
荷
す
る
農
家
が
消
費
者
を
自
分
た
ち
の
畑
に
連
れ
て

行
き
農
業
体
験
さ
せ
る
。
学
校
の
教
育
旅
行
な
ど
で
農
家
に

宿
泊
し
て
も
ら
い
、
農
業
の
実
態
や
農
家
の
思
い
を
感
じ
て

い
た
だ
く
な
ど
で
す
。
た
だ
し
農
家
は
閉
鎖
的
な
部
分
も
あ

り
、
他
人
を
泊
め
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
そ
う
し
た
時
、

藤
田
先
生
か
ら
他
地
域
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
を
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
泊
め
た

り
す
る
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
農
家
も

民
泊
の
意
義
に
気
づ
き
、
意
識
自
体
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
大
学
の
協
力
に
よ
り
、
そ
う
し
た
営
農
意
欲
を
引

き
出
す
様
々
な
仕
組
み
を
仕
掛
け
て
い
ま
す
」
と
語
る
、
農

協
生
活
部
の
下
田
和
敬
二
さ
ん
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、「
め
っ

け
も
ん
広
場
」
は
い
つ
で
も
地
域
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

昨
年
も
、
農
産
物
売
上
げ
日
本
一
を
記
録
し
た
。

　
「
直
売
所
は
農
家
と
消
費
者
が
直
接
接
す
る
場
。
こ
こ
を

活
性
化
す
る
こ
と
で
、
農
家
を
元
気
に
し
、
消
費
者
も
農
業

へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま
す
」
と
、
藤
田
教
授
は
自
信
を
持
っ

て
言
う
。

　

農
作
業
や
田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ
る
都
会
の
学
生
た
ち
。
そ

ん
な
学
生
た
ち
が
数
日
間
、
農
家
と
共
に
農
作
業
に
汗
を
流

し
、
農
村
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
体
験
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
。
苦
し
い
農
作
業
や
農
家
と
の
触
れ
合
い
か
ら
、

学
生
た
ち
は
何
か
を
感
じ
と
る
。

　

参
加
し
た
大
学
院
観
光
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
１
年
の

藤
井
至
さ
ん
は
言
う
。

　
「
家
族
で
囲
む
食
卓
。

子
供
た
ち
の
挨
拶
。
農
村

は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
温
か
く
、
新
鮮
で
魅

力
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
農
村
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
の
研
究
を
深
め
、

研
究
者
を
目
指
し
ま
す
」

　

学
生
た
ち
は
農
家
に
と
っ
て
単
な
る
労
働
力
で
は
な
い
。

自
分
た
ち
が
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
農
村
の
魅
力
を
再
発

見
し
、
農
業
存
続
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
る
。
観
光
学
部
３
年

の
貫
田
理
紗
さ
ん
は
そ
の
時
の
経
験
を
、
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
後
継
者
難
に
悩
ん
で
い
た
ご
主
人
に
『
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
』
と
励
ま
し
た
ら
『
み
ん
な
が
来
て
く
れ
る
間
は
頑
張

り
た
い
』
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
私
た
ち
も
、
役
に
立
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

彼
女
は
卒
業
後
、
県
外
の
地
元
に
戻
り
、
地
域
活
性
化
に

貢
献
し
た
い
と
語
る
。

　
「
農
家
の
方
に
誇
り
を
取
り
戻
し
て
も
ら
う
に
は
、
学
者

が
説
明
す
る
よ
り
、
学
生
を
派
遣
し
た
方
が
ず
っ
と
効
果
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
人
的
交
流
が
拡
大
す
る
こ
と
で
、
農

家
の
意
識
改
革
が
図
ら
れ
、
地
域
が
再
生
さ
れ
る
仕
組
み
が

で
き
上
が
っ
て
い
く
ん
で
す
」
と
、
藤
田
教
授
は
言
う
。

　

２
０
１
４
年
４
月
、
和
歌
山
大
学
は
観
光
学
の
博
士
課
程

を
設
置
し
、
学
部
か
ら
博
士
後
期
ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

唯
一
の
国
立
大
学
と
な
っ
た
。
世
界
中
の
観
光
学
を
リ
ー
ド

す
る
大
学
と
の
交
流
も
盛
ん
で
、
国
内
外
か
ら
も
学
生
が
入

学
し
て
く
る
と
い
う
。
地
域
へ
の
貢
献
が
大
学
を
発
展
さ
せ
、

さ
ら
に
地
域
連
携
が
深
ま
る
。
和
歌
山
大
学
と
地
域
と
の
共

存
共
栄
は
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る
だ
ろ
う
。

直
売
所
は
農
家
と
消
費
者
の
交
流
拠
点
。

体
験
交
流
事
業
で
、
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
、

農
家
の
意
識
改
革
を
図
る

大
学
と
地
域
の
連
携
で
、

農
村
・
農
業
の
価
値
を
再
発
見
。

人
的
交
流
の
拡
大
が
地
域
再
生
へ
と
繋
が
る

最近は、農家民泊や教育旅行を試み
ている、と語る紀の里農協生活部部
長の下田和敬二さん。

ワーキングホリデーの思い出を生き生きと語
る藤井さん（左）と貫田さん（右）。
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業
に
『
不
足
し
て
い
る
と
思
う
能
力
要
素
』
に
つ
い
て
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
特
に
、
粘
り
強
さ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
、
主
体
性
に
お
い
て
、
双
方
の
認
識
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
何
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
」
こ
う
語
る
の
は
、
企
画

当
初
か
ら
携
わ
っ
て
い
る
教
育
・
学
生
支
援
部
の
横
井
博
教

授
で
あ
る
。

　

横
井
教
授
ら
の
努
力
に
よ
り
、
将
来
の
山
形
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
事
業
は
、
企
業
・
地
域
を
巻
き
込
み
、
地
域
資

源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
県
を
あ
げ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

な
っ
た
。
特
に
山
形
大
学
は
４
分
野
か
ら
な
る
講
座
の
う
ち
、

「
山
形
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
育
」「
山
形
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
教

育
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」
の
３
分
野
を
担
当
し
、
中

EP
ISO

D
E 2

「
山
形
講
座
」が
社
会
人
力
を
高
め
、

未
来
の
山
形
を
担
う
人
材
を
育
て
る
。

講
師
は
企
業
ト
ッ
プ
か
ら
地
元
農
家
ま
で
。

教
室
か
ら
飛
び
出
し
て
養
う
社
会
人
力
。山

形
大
学

山
形
の
大
学
・
企
業
・
自
治
体
が
連
携
し
、

県
全
体
を
あ
げ
て
学
生
の
社
会
人
力
を

育
て
る「
山
形
講
座
」

人材育成  
イノベーション

　

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
最
も
必
要
な
能
力
と
言
わ
れ
て

い
る
「
主
体
性
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」。
企
業
か
ら

は
、
学
生
に
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
行
動
の
源
泉
と
も
な
る
こ

れ
ら
の
能
力
が
不
足
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
各
国

立
大
学
で
は
、
社
会
が
求
め
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
様
々

な
教
育
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
山
形
大
学
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
課
題
解
決
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
に

繋
が
る
教
育
、「
社
会
人
力
育
成
山
形
講
座
」（
以
下
、
山
形

講
座
）
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　

２
０
１
３
年
度
に
開
始
し
た
こ
の
山
形
講
座
は
、
山
形
大

学
を
は
じ
め
県
内
の
大
学
な
ど
が
授
業
を
担
当
し
、
山
形
県

や
山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会
等
の
民
間
団
体
も
加
わ
っ
て

組
織
す
る
山
形
人
材
育
成
委
員
会
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
講
座
を
開
設
す
る
に
あ
た
り
、
県
内
の
学
生
と
企

横井 博教授
（山形大学教育・学生支援部）
東北大学理学部卒業。研究
テーマは組織の活性化、地
域 連 携 教 育。社 会 人 力 育
成山形講座では「山形プロ
ジェクト教育」を担当。大学
と地域の連携に尽力する。

特  
集

国
立
大
学
改
革
の
新
局
面

─
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出 

Ⅱ  

大
学
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
。

県内外の実践的リーダーの話を聞き、それをもとに皆で議論する。ビジネスの話だけではなく、企業トップの生き方、考え方を学ぶ。
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心
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
室
外
で
の
授
業
が
多
い
の
も
山
形
講
座
の
特
徴
。
横
井

教
授
が
担
当
す
る「
山
形
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
育
」の
授
業「
地

域
デ
ザ
イ
ン
in
東
沢
バ
ラ
公
園
」
で
は
、
学
生
が
現
地
に
赴

き
、
バ
ラ
公
園
の
職
員
の
方
か
ら
課
題
や
悩
み
を
聞
い
た
上

で
、
解
決
策
を
提
案
す
る
。

　
「
地
域
の
抱
え
る
課
題
は
根
が
深
く
、
学
生
が
行
っ
て
簡

単
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
こ

の
授
業
の
狙
い
は
、
課
題
の
解
決
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
学

生
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
か
ら
、
地
域
の
魅
力
や
解
決

策
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
引
き
出
せ
る
か
学
ん
で
も
ら
う
こ

と
で
す
」

　

バ
ラ
公
園
の
あ
る
村
山
市
出
身
者
が
グ
ル
ー
プ
を
引
っ
張

り
、
地
元
へ
の
熱
い
思
い
が
詰
ま
っ
た
解
決
策
を
生
ん
だ
。

こ
の
提
案
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
参
加
者
に
好
評
だ
っ

た
。

　
「
山
形
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
教
育
」
は
、
学
生
が
直
接
現

地
に
行
き
、
教
科
書
だ
け
で
は
知
り
得
な
い
地
域
の
魅
力
を

体
験
す
る
。

　
「
大
学
生
は
同
年
代
の
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

上
手
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
社
会
に
出
て
必
要
と
な
る
年
上

の
方
と
の
交
流
は
必
ず
し
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
を

担
っ
て
い
る
方
々
と
接
す
る
こ
と
で
、
組
織
の
中
で
活
躍
す

る
た
め
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
付
け
て

も
ら
い
た
い
」
担
当
す
る
滝
澤
匡
准
教
授
は
話
す
。

　
「
赤
湯
温
泉
ま
ち
づ
く
り
体
験
」
を
受
講
し
た
学
生
は
、

地
域
の
特
産
品
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
で
町
を
活
性
化
で

き
る
こ
と
を
学
び
、
地
元
で
も
実
践
し
た
い
と
意
欲
を
燃
や

し
た
。
ま
た
、「
民
話
語
り
部
体
験
」
を
受
講
し
た
千
葉
県

出
身
の
学
生
は
、
山
形
の
方
言
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
大
学

卒
業
後
も
、
山
形
で
就
職
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。

　

地
域
の
魅
力
あ
る
人
た
ち
と
の
交
流
が
、
学
生
の
主
体
性

を
引
き
出
し
、
自
ら
に
目
覚
め
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。

　

講
座
開
講
か
ら
１
年
。
そ
の
手
応
え
は
柴
田
教
授
が
担
当

す
る
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」
で
も
顕
著
だ
。

　

原
点
は
、５
年
前
、経
済
産
業
省
の
企
画
で
行
わ
れ
た
「
地

域
魅
力
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー
」。「
バ
ス
ツ
ア
ー
の
受
講
者
が
社

会
人
の
リ
ー
ダ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
積
極
的
に
行
動
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
を
ベ
ー
ス
に
し
た
の
が

実
地
研
修
で
知
る
地
域
の
魅
力
と
苦
闘
。

そ
こ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、

課
題
解
決
力
を
学
ぶ

リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
の
交
流
で
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

自
ら
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
環
境
が
、

心
を
鍛
え
、
行
動
力
を
育
て
る

「東沢バラ公園」で担当者の話に耳を傾ける学生たち。

滝澤 匡准教授
（山形大学教育・学生支援部）
岩手大学大学院連合農学研
究科修了。専門分野は応用
昆虫学。米国ワシントン州
立大学博士研究員等を経て
現職。「山形フィールドワ―
ク教育」を担当。

「赤湯温泉まちづくり体験」で朝市出店を行う学生たち。

授業最終日に、方言による「民話語り」を披露する学生。



イ
ン
ド
セ
ッ
ト
。「
応
用
１
」
は
座
禅
や
写
経
で
内
面
を
鍛

え
る
。「
応
用
２
」
は
最
後
の
仕
上
げ
。
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ

イ
農
業
大
学
で
の
研
修
だ
。
３
ヵ
月
前
か
ら
現
地
の
ベ
ト
ナ

ム
の
学
生
と
英
語
で
演
習
内
容
を
相
談
し
、
学
生
だ
け
で
進

め
て
い
く
。
受
講
生
は
、
伝
え
る
力
、
相
手
を
意
識
す
る
こ

と
、
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

　

柴
田
教
授
に
よ
る
と
、
受
講
し
た
者
は
、
行
動
が
明
ら
か

に
積
極
的
に
な
っ
た
と
言
う
。
引
っ
込
み
思
案
だ
っ
た
学
生

は
、
見
事
に
立
ち
直
り
、
将
来
に
前
向
き
に
な
っ
た
。
ま

た
、
東
京
で
マ
ス
コ
ミ
関
係
を
目
指
し
て
い
た
女
子
学
生
は
、

リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
の
交
流
か
ら
自
ら
を
見
つ
め
直
し
、
山
形

で
警
察
官
に
な
る
道
を
選
ん
だ
。

　

人
文
学
部
法
経
政
策
学
科
３
年
の
片
倉
晃
さ
ん
も
「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」
を
受
講
し
た
一
人
。

　
「
就
職
氷
河
期
と
言
わ
れ
る
中
、
社
会
人
力
、
特
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
た
い
と
思
い
受
講
し
ま
し
た
。

話
を
聞
く
だ
け
の
授
業
に
慣
れ
て
い
た
た
め
、
最
初
は
チ
ー

「山形講座」が社会人力を高め、未来の山形を担う人材を育てる。── 山形大学Episode 2

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
」
だ
。

　
「
入
門
１
」
は
理
論
中
心
。「
入
門
２
」
は
企
業
の
役
員
、

旅
館
の
経
営
者
な
ど
県
内
外
の
様
々
な
リ
ー
ダ
ー
に
登
場
し

て
も
ら
い
車
座
で
話
し
合
う
。
人
生
の
大
先
輩
と
真
正
面
か

ら
向
き
合
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
考
え
が
揺
さ
ぶ

ら
れ
、
前
向
き
な
思
考
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
、
マ

柴田 孝教授
（山形大学教育・学生支援部）
東北学院大学工学部卒業。
NEC米沢開発部長、取締役
などを経て、2008年山形
大学産学連携教授に就任。
豊富な人脈を活かし、多
彩なゲストを招いて「リー
ダーシップ教育」を展開。

ム
で
議
論
し
結
果
を

発
表
す
る
こ
と
に
戸

惑
い
ま
し
た
。
自
分

の
レ
ベ
ル
の
低
さ
を

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
今
で
は
、
自
分

の
意
見
を
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
こ
の
授
業
で
は
、
10
年
後
、
20
年
後
の
自
分
、
将

来
の
目
標
を
徹
底
的
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。「
受
講
者
全
員

が
将
来
の
目
標
を
見
つ
け
ま
し
た
。
私
は
、
将
来
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、

自
分
で
起
業
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
た
り
、
学
外
の
起
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
り
と
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
周
り
の
学
生
か
ら
は
意
識
が
高
い
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
そ
こ
に
は
、
自
ら
の
力
で
未
来
を
切

り
拓
こ
う
と
す
る
リ
ー
ダ
ー
た
ら
ん
と
す
る
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

今
年
で
２
年
目
を
迎
え
た
「
社
会
人
力
育
成
山
形
講
座
」。

　

社
会
人
力
育
成
は
、
単
に
就
職
に
有
利
に
な
る
能
力
の
み

を
身
に
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。

　

既
存
の
も
の
に
新
た
な
も
の
を
吹
き
込
み
、
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
。
若
者
た
ち
が
本
来
持
っ
て
い
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
心
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
精
神
を
呼
び
覚
ま
す
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
社
会
に
出
て
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

な
能
力
、
行
動
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
問
題
解
決

力
を
自
然
に
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
育
っ
た
学
生
た
ち
が
、
近
い
将
来
、
山
形
を
担
っ

て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

徹
底
的
に
、
自
分
を
見
つ
め
、

将
来
の
目
標
を
探
す
。

そ
し
て
、
自
ら
の
力
で
歩
き
始
め
る

精神修養も重要な要素。近くの寺で修行を通し、自分を見つめ直す。

受講後、自分に自信が持て
るようになったと語る片倉
さん。

特  
集

国
立
大
学
改
革
の
新
局
面

─
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出 

Ⅱ  

大
学
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
。

7



8

　

窓
際
の
間
近
に
国
会
議
事
堂
を
望
む
一
室
。「
総
合

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
の
有
識
者
議
員
、

原
山
優
子
さ
ん
の
執
務
室
。
こ
の
会
議
は
、
内
閣
総
理

大
臣
を
議
長
に
、
国
の
未
来
を
決
め
る
重
要
な
政
策
会

議
の
１
つ
で
、
今
春
、
元
々
の
名
称
「
総
合
科
学
技
術

会
議
」
に
“
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
”
が
加
わ
っ
た
。
颯
爽

と
登
場
し
た
原
山
さ
ん
は
、
国
が
捉
え
る
べ
き
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
分
か
り
易
く
答
え
て
く
れ
た
。

　
「『
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
』
は
、

そ
も
そ
も
『
総
合
科
学
技
術
会
議
』
と
い
う
名
前
で
科

学
技
術
政
策
の
基
本
と
な
る
と
こ
ろ
を
作
る
の
が
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
18
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
第
３
期
科
学
技
術
基
本
計
画
の
頃
か
ら
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
言
及
が
始
ま
り
、
第
４
期
に
入
る

と
そ
の
議
論
が
前
面
に
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
自
分
た
ち
の
所
轄
と
し
て
位
置
づ
け

る
た
め
、
名
前
を
変
え
た
ん
で
す
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
人
に
よ
っ
て
色
々
な
見
方
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
会
議
で
は
、
科
学
技
術
を
源
と
し
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
と
い
う
こ
と
を
基
本
的
守

備
範
囲
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
技
術
だ
け
で
社
会

日
本
の
科
学
技
術
全
般
を
俯
瞰
す
る

総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議

原山優子
東北大学名誉教授、経済協力開発機構（OECD）の科学技術産業局次長など、
輝けるキャリアの持ち主、原山優子さん。国内外で高等教育、科学技術関連の
研究員や大学教授を務めた経験を活かし、現在、総合科学技術・イノベーショ
ン会議有識者議員として、国の科学技術イノベーション政策に取り組む。
自由で柔軟な発想が光る原山さんに、これからの日本の科学技術と国立大
学の在り方について語っていただいた。

学
生
の
持
つ
可
能
性
を
最
大
限
に

開
花
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
。

そ
れ
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
繋
が
る
。

総合科学技術・イノベーション会議有識者議員

撮影／鈴木理策

Opinion
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が
良
く
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
り
や
す
く
す
る
環
境
を
作
る
事
も
議
論
し
て

い
ま
す
。我
々
と
し
て
は
、科
学
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
ど
う
プ
ロ
モ
ー
ト
し
た
ら
良
い
か
、
こ
れ
ま
で
の

延
長
線
で
少
し
だ
け
良
く
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
な
く
、

今
ま
で
に
な
い
も
の
を
日
本
で
作
り
、
世
界
に
発
信
で

き
る
よ
う
議
論
し
て
い
ま
す
。
そ
の
源
と
な
る
の
が
、

人
の
発
想
、
ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、
過
去
や
し
が
ら
み
に

と
ら
わ
れ
ず
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か

し
、
そ
れ
が
で
き
る
環
境
に
必
ず
し
も
日
本
が
な
っ
て

い
な
い
。
そ
う
い
う
部
分
も
埋
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

大
学
は
、
大
学
改
革
の
手
法
の
１
つ
と
し
て
、
積
極

的
に
産
学
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大
学
と
企
業
、

ど
う
付
き
合
う
の
が
正
解
か
。
長
年
、
産
学
連
携
を
研

究
し
て
き
た
原
山
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

　
「
産
学
連
携
は
、
90
年
代
の
終
わ
り
頃
、
大
学
の
知

識
を
外
の
世
界
で
も
使
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
、
企
業

に
少
し
門
戸
を
開
け
た
の
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
で
も
、

大
学
の
研
究
成
果
は
、
す
ぐ
に
は
製
品
開
発
に
使
え
な

い
ん
で
す
。
次
の
段
階
と
し
て
、
企
業
が
望
む
研
究
を

や
っ
て
も
ら
う
、
一
緒
に
研
究
を
始
め
る
。
そ
れ
で
も

な
か
な
か
使
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
経
験
の
中
で
、
企

業
は
大
学
の
使
い
方
を
学
習
し
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

産
学
連
携
は
、
企
業
側
か
ら
見
れ
ば
自
ら
研
究
員
や

設
備
を
抱
え
込
ま
ず
、
次
の
ト
レ
ン
ド
の
芽
を
探
り
、

試
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
得
な
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
最
新
の
情
報

ま
で
持
っ
て
ま
す
の
で
、
企
業
が
何
ら
か
判
断
す
る
際
、

そ
の
情
報
が
非
常
に
貴
重
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
学
は
専
門
性
を
持
っ
た
集
団
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が

大
き
な
強
み
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
企
業
が
大
学
を
研

修
の
場
と
し
て
活
用
し
た
り
、
大
学
に
い
る
P
D
（
博

士
研
究
員
）
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
せ
、
時
に
は

採
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

大
学
側
に
と
っ
て
は
、
想
定
し
て
い
な
い
方
向
を
試

す
機
会
と
な
り
、
新
た
な
こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。分
野
に
よ
っ
て
は
、企
業
の
方
が
先
を
行
っ
て

い
て
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。

　

産
学
連
携
は
、
色
々
な
方
法
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
た
現
象
を
い
か
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
す
る
よ
う
に

使
う
か
が
肝
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

大
学
と
企
業
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
産
学
連
携

だ
が
、
安
易
に
飛
び
つ
く
と
怪
我
を
す
る
と
原
山
さ
ん

は
言
う
。

　
「
大
学
自
身
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
お
金
が
稼
げ
る

と
い
う
の
は
あ
る
種
の
幻
想
で
す
。
特
許
で
収
益
を
上

げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
本
来
、
大
学
は
収
益
を
上

げ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
大
学
の
知
識
が
具
体
的

な
形
に
な
っ
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
お

金
は
そ
れ
に
つ
い
て
く
る
も
の
。
そ
れ
が
、
次
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
繋
が
っ
て
い
く
。

　

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は
、
教
育
や
研
究
に
役
立

た
な
け
れ
ば
、
産
学
連
携
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
の

が
基
本
ル
ー
ル
。
大
学
は
本
来
、
教
員
や
学
生
が
活
発

に
活
動
す
る
場
。
大
学
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
と
い

う
柱
を
持
た
ず
に
、
煽
ら
れ
て
産
学
連
携
に
深
入
り
す

る
の
は
一
番
危
な
い
。
大
学
が
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
研

究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
本
末
転
倒
で
す
」

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
言
う
と
、
先
端
の
研
究
だ
け
に

目
が
向
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
す
ぐ
に
実
用
で
き

る
研
究
だ
け
が
、
社
会
に
と
っ
て
有
益
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
人
間
が
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
自
然
現
象
の
ご

く
一
部
で
す
。
人
間
の
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
が
、
基

礎
研
究
の
ベ
ー
ス
。
こ
の
『
知
り
た
い
』
を
可
能
に
す

大
学
も
企
業
も
自
ら
の
利
点
を
認
識
し
、

相
互
に
活
用
し
合
う
の
が
産
学
連
携
。

大
学
の
存
在
意
義
は
基
礎
研
究
。

大
学
の
持
つ
可
能
性
を
活
用
し
て
欲
し
い

大
学
は
自
分
を
見
失
わ
な
い
こ
と
。

お
金
の
た
め
の
研
究
は
本
末
転
倒
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10
年
後
の
安
定
を
望
ん
で
も
、
世
の
中
が
変
わ
っ
て
思

い
通
り
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
で
あ
れ
ば
、
や
り

た
い
こ
と
を
や
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
社
会

も
許
容
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、

い
く
ら
制
度
を
整
え
て
も
、
や
り
た
い
と
思
う
人
が
出

て
こ
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
ん
で
す
。
大
学
に
い

る
間
は
、
食
べ
ず
嫌
い
に
な
ら
ず
積
極
的
に
行
動
す
る
。

た
だ
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
に
し
ろ
、
起
業

す
る
に
せ
よ
、
自
己
満
足
に
陥
ら
ず
、
社
会
に
生
か
す

意
味
も
考
え
て
欲
し
い
で
す
ね
」

る
の
が
大
学
で
、
そ
れ
が
無
く
な
っ
た
ら
大
学
の
存
在

意
義
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
新
た
な
考
え
が
生
ま

れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

社
会
そ
の
も
の
を
イ
ノ
ベ
ー
ト
す
る
『
ソ
ー
シ
ャ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
で
は
、
工
学
系
の
研
究
者
だ
け
で

な
く
、
社
会
を
分
析
す
る
人
文
社
会
系
の
人
た
ち
も
加

わ
ら
な
い
と
不
完
全
な
ん
で
す
。

　

例
え
ば
、
介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
を
ど
う
や
っ
て

見
守
る
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、

機
器
の
開
発
だ
け
で
な
く
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
全
体
を

デ
ザ
イ
ン
し
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
。
だ
か
ら
機
器
の

開
発
が
得
意
な
人
だ
け
で
な
く
、
医
療
行
為
、
老
人
問

題
、
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
包
括
的
に
わ
か
る
人
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
大
学
に
は
様
々
な
研
究
分
野
が
あ
り
、

大
学
を
も
っ
と
活
用
す
れ
ば
、
そ
う
い
う
チ
ー
ム
を
作

れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
」

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
源
は
、
新
た
な
も
の
を

創
造
す
る
人
間
の
力
。
大
学
が
人
を
育
て
る
機
関
で
あ

る
こ
と
は
最
も
重
要
で
、
ど
う
い
う
人
を
育
て
る
か
、

ど
う
い
う
教
育
を
す
べ
き
か
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
原
山
さ
ん
は
言
う
。

　
「
大
学
の
一
番
の
強
み
は
、
学
生
を
抱
え
て
い
る
こ

と
で
あ
っ
て
、
人
を
育
て
る
機
関
、
教
育
機
関
で
あ
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
大
学
は
、
分
野
ご
と
の
専
門
家

を
育
て
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
何
十
年
、
何
百
年
も
の
間
、

培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。で
す
か
ら
、専
門
分
野
の
ロ
ジ
ッ

ク
は
吸
収
し
ま
す
が
、
他
の
分
野
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
あ
ま

り
吸
収
す
る
こ
と
な
く
、
社
会
に
出
て
し
ま
う
。
し
か

し
、
大
学
に
は
違
う
分
野
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
の

で
、
自
分
と
は
全
く
違
う
分
野
の
人
と
議
論
し
て
、
考

え
方
や
モ
ノ
の
見
方
な
ど
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
ん
で

す
。

　

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
国
籍
が
違
う
人
、

社
会
体
験
を
持
つ
人
な
ど
様
々
な
人
が
大
学
に
い
て
、

と
て
も
刺
激
的
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
い
人
生
を

考
え
た
時
、
そ
こ
で
の
経
験
は
、
卒
業
し
た
後
大
き
な

意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
の
大
学
は
、

比
較
的
同
じ
よ
う
な
学
力
・
思
考
を
持
っ
た
学
生
が
集

ま
り
、
外
国
の
大
学
が
提
供
す
る
多
様
性
を
経
験
を
す

る
の
が
難
し
い
。
し
か
し
、
国
立
大
学
で
は
こ
れ
を
壊

そ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
何
週

間
か
海
外
に
飛
び
出
さ
せ
る
と
か
、
地
域
に
行
っ
て
具

体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ま
せ
る
な
ど
、
学
生

自
身
が
考
え
た
こ
と
が
何
か
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

よ
う
な
経
験
を
積
ま
せ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
必
要
な
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
、
行
動
す

る
人
を
育
て
ま
す
。
日
本
の
大
学
で
は
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
意
図
的
に
授
業
に
埋
め
込
ま
な
い
と
、
自
然
発

生
的
な
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
は
生
ま
れ
づ
ら
い
で
す
ね
」

　

こ
れ
ま
で
様
々
な
経
験
を
重
ね
て
き
た
原
山
さ
ん
。

最
後
に
、
学
生
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と
を
尋
ね
た
。

　
「
大
学
の
教
員
を
や
っ
て
い
る
と
、
学
生
か
ら
将
来

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
ん
で
す
。
安
定
を
取
る
か
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
か
。
私
は
こ
う
思
い
ま
す
。
５
年
後

原山優子
（Yuko Harayama）
1951年、東京・銀座生まれ。東北大学名誉教

授。1973年プザンソン大学理学部数学科卒業、

1996年ジュネーブ大学教育学博士課程修了、

1997年同大学経済学博士課程修了。研究領域

は高等教育政策、科学技術政策、産学連携の国際

比較など。ジュネーブ大学経済学部助教授、経済

産業研究所研究員を経て、2002年東北大学大

学院工学研究科教授に就任。2006年から２年

間総合科学技術会議議員、2010年から２年間

経済協力開発機構（OECD）の科学技術産業局次

長を務める。2013年に東北大学を退職し、総

合科学技術・イノベーション会議有識者議員に

就任。国の科学技術イノベーション政策の企画

立案、総合調整を遂行する。

国
立
大
学
の
一
番
の
強
み
は
人
材
育
成
。

行
動
す
る
人
を
育
て
る
教
育
を
始
め
て
い
ま
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
。

食
べ
ず
嫌
い
に
な
ら
ず
、
積
極
的
に
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国
立
大
学

！

&
Museum
      
Campus

科
学
を
通
し
て
地
域
振
興
を
図
る

山
形
大
学
S
C
I
T
A
セ
ン
タ
ー

山
形
大
学

　

山
形
大
学
は
独
自
の
構
想
「
や
ま

が
た
未
来
科
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

基
づ
き
、
科
学
的
思
考
能
力
を
備
え

た
人
材
育
成
を
目
指
し
、
2
0
0
8

年
7
月
、
山
形
大
学
S
C
I
T
A

セ
ン
タ
ー

を
開
設
し

た
。
一
度

に
60
人
が

利
用
可
能

な
実
験
室

な
ど
を
備

え
、
体
験

型
の
科
学
実
験
教
室
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

提
供
で
き
る
施
設
と
し
て
、
毎
年
、

小
学
生
か
ら
高
校
生
、
教
員
等
1
千

人
を
超
え
る
人
が
訪
れ
て
い
る
。

　

ク
ラ
ゲ
や
ス
ラ
イ
ム
な
ど
各
種
マ

イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
も
開
催
し
て
お

り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
講
師

と
し
て
活
動
す
る
マ
イ
ス
タ
ー
を
養

成
す
る
ほ
か
、
所
属
す
る
約
60
人
の

学
生
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
で
理
科
実
験
を
行
う
な
ど
、

科
学
を
通
し
た
地
域
と
の
交
流
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。

高
度
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
貢
献
す
る

「
森
有
礼
高
等
教
育
国
際
流
動
化
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
橋
大
学

に
基
づ
き
、
初
代
文
部
大
臣
と
し
て

様
々
な
教
育
改
革
を
実
践
し
近
代
教

育
制
度
の
確
立
に
尽
力
し
た
人
物
。

そ
の
考
え
方
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ

る
と
い
う
思
い
を
込
め
そ
の
名
前
が

冠
さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
、

Ｅ
Ｕ
、
北
米
の
諸
大
学
及
び
関
連
機

関
と
連
携
し
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
の

パ
ー
ト
ナ
ー
組
織
と
共
同
で
、
高
度

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
貢
献
し

て
い
く
。

　

一
橋
大
学
は
、
2
0
1
4
年
４
月
、

「
森
有
礼
高
等
教
育
国
際
流
動
化
セ

ン
タ
ー
」を
設
立
し
た
。
高
等
教
育

の
高
度
化
・
国
際
化
・
流
動
化
を
巡
る

諸
課
題
を
包
括
的
に
研
究
し
、
高
質

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
促
進
す
る
制
度

及
び
活
動
を
企
画
設
計
・
配
信
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ
る
。

　

セ
ン
タ
ー
の
名
称
に
あ
る
森
有
礼

は
、
一
橋
大
学
の
前
身
「
商
法
講
習

所
」の
創
設
者
で
、豊
富
な
国
際
経
験

大
阪
大
学
の
原
点
と
さ
れ
る

史
跡
・
重
要
文
化
財「
適
塾
」

大
阪
大
学

材
を
育
て
た
。建
物
は

1
9
4
2
年
国
に
寄
付

さ
れ
、洪
庵
の
子
息
や
適

塾
関
係
者
ら
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
大
阪
仮
病

院
や
大
阪
医
学
校
の
流

れ
を
汲
む
大
阪
帝
国
大
学
（
現
大
阪

大
学
）へ
移
管
さ
れ
た
。同
大
学
で
は

建
物
の
管
理
・
保
全
を
行
う
と
と
も

に
、適
塾
の
資
料
を
一
般
公
開
し
、年

間
2
万
4
千
人
を
超
え
る
人
々
が
訪

れ
て
い
る
。

　
「
適
塾
」は
、
蘭
学
発
展
の
歴
史
を

伝
え
る
ば
か
り
か
、
江
戸
末
期
の
町

屋
建
築
の
姿
を
示
す
貴
重
な
遺
構
。

こ
こ
を
原
点
と
す
る
の
が
大
阪
大
学

で
あ
る
。

　
「
適
塾
」は
幕
末
の
医
師
・
蘭
学
者 

緒
方
洪
庵
が
１
８
３
８
年
、大
坂
瓦

町
に
開
い
た
私
塾
で
、そ
の
後
過
書

町
に
移
転
。洪
庵
は
こ
こ
で
門
人
た

ち
に
蘭
学
を
教
え
、日
本
の
近
代

化
に
貢
献
し
た
福
澤
諭
吉
、橋
本

左
内
、大
村
益
次
郎
な
ど
、多
く
の
人

都市型キャンパスに
残された1500年前の
「一本松古墳」

名古屋工業大学

　

名
古
屋
工
業
大
学
の
学
生
会
館
の

す
ぐ
南
側
に
、「
一
本
松
古
墳
」と
い

う
５
世
紀
後
期
に
築
造
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
古
墳
が
あ
る
。直
径
36
ｍ
、

高
さ
8
ｍ
の
こ
ん
も
り
と
し
た
青

草
に
灌
木
の
茂
る
丘
と
な
っ
て
い
て
、

現
在
は
円
墳
状
だ
が
、築
造
当
時
は

前
方
後
円
墳
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。

　

１
９
５
３
年
の
発
掘
調
査
で
、円

筒
埴
輪
が
２
基
出
土
。
出
土
物
の
破

片
の
一
部
は
同
大
学
附
属
図
書
館
に

展
示
さ
れ
、誰
で
も
見
学
で
き
る
。大

学
か
ら
南
約
3
0
0
ｍ
に
位
置
す
る

東
海
地
区
最
大
級
の
円
墳
、八
幡
山

古
墳
と
並
ん
で
歴
史
愛
好
家
た
ち
の

散
策
コ
ー
ス
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
学
に
は「
古
墳
に
登
る
と
留
年
す

る
」
と
い
う
迷
信
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
が
、こ
れ
は
古
墳
を
荒
ら
す
こ
と

な
く
後
世
へ
伝
え
る
た
め
の
先
人
た

ち
の
知
恵
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
全
国
の
国
立
大
学
で
は
、文
化
財
指
定
の

歴
史
的
建
造
物
か
ら
、芸
術
・
文
化
施
設
、

最
先
端
の
研
究
施
設
な
ど
の
多
く
の
施
設
を

併
設
し
、地
域
の
人
々
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

今
号
で
は
そ
の
中
か
ら

８
大
学
の
施
設
を
紹
介
す
る
。

多
く
の
市
民
が
参
加
す
る「
親
子
科
学
実
験
教
室
」。

「古墳に登ると留年する」
と噂に守られてきた

「一本松古墳」。

現
存
す
る
我
が
国
唯
一
の
蘭
学
塾
の
遺
構「
適
塾
」。

学生・研究者などの国際交流を
強化するため開設された、
新センター。



　

北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
に

オ
ー
プ
ン
し
た
新
体
育
館
「
岩
見
沢

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」。１
階
ア
リ
ー

ナ
は
各
種
公
式
試
合
に
対
応
し
た

コ
ー
ト
サ
イ
ズ
で
、
２
階
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
デ
ッ
キ
や
多
目
的
室
を
備
え
た

市
内
一
の
広
さ
。全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
含
め
幅
広

く
活
用
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
「
あ
そ
び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
４
」の
会
場
と

し
て
、「
遊
び
」を
テ
ー
マ
に
家
族
で

参
加
で
き
る
楽
し
い
体
験
会
を
開

催
し
た
ほ
か
、「
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
北
海

道
」「
I
w
a
m
i
z
a
w
a
バ
ス
ケ

塾
」な
ど
を
定
期
開
設
し
、市
民
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

2
0
1
4
年
度
に「
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
文
化
学
科
」が
開
設
さ
れ
、北
海
道

の
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
、

さ
ら
に
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
を
目

指
す
。

岩見沢校に
市内最大規模の
体育館がオープン！

北海道教育大学

　

宇
都
宮
大
学
峰
キ
ャ
ン
パ
ス
に
広

が
る
緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
風
景
。
中

で
も
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
は
、「
う
つ
の

み
や
百
景
」に
も
選
ば
れ
、
学
内
の

み
な
ら
ず
市
民
に
も
親
し
ま
れ
る
大

学
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
だ
。

　

庭
園
は
宇
都
宮
高
等
農
林
学
校

（
現
農
学
部
）開
学
時
に
造
営
が
始
ま

り
、
１
９
２
６
年
に
完
成
。
毎
年
５

月
に
は
ツ
ツ
ジ
が
満
開
と
な
り
、
来

園
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
庭

園
の
周
囲
に
は
ベ
ン
チ
も
設
置
さ
れ
、

学
生
た
ち
の
憩
い
の
場
で
も
あ
る
。

　

付
近
に
は
当
時
の
面
影
を
残
す

峰
ヶ
丘
講
堂
や
大
学
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
U
U

プ
ラ
ザ
も
あ
り
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
な
ど
の
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン

ト
に
は
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
来
訪
。

多
く
の
映
画
・
ド
ラ
マ
撮
影
な
ど
で
、

学
外
者
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

市
民
に
親
し
ま
れ
る
宇
都
宮
大
学
の
シ
ン
ボ
ル

フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
と
峰
ケ
丘
講
堂

宇
都
宮
大
学

　

九
州
工
業
大
学
は
１
９
０
９
年
、

私
立
明
治
専
門
学
校
と
し
て
開
校
し

た
。「
技
術
に
堪
能
な
る
士
君
子
」の

養
成
を
基
本
理
念
と
し
、
そ
の
教
育

の
原
点
は
、
寮
を
教
育
の
中
心
に
す

る
と
い
う
全
寮
制
に
あ
っ
た
。

　

１
０
０
年
以
上
続
い
た「
明
専
寮
」

は
、
時
代
と
と
も
に
全
寮
制
で
は
な

く
な
り
、
２
０
０
９
年
、
老
朽
化
の

た
め
一
旦
廃
寮
。
そ
し
て
2
0
1
3

年
４
月
に
再
開
し
た
（
定
員
50
名
）。

再
開
に
あ
た
り
、
本
学
Ｏ
Ｂ
の
講
演
、

寮
生
の
課
題
設
定
・
調
査
・
発
表
を
含

め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
教

養
教
育
な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。

　

新
入
寮
生
は
１
年
生
の
み
で
、
応

募
者
の
中
か
ら
入
学
成
績
、
小
論
文
、

面
接
に
よ
っ
て
選
考
さ
れ
る
。
入
寮

は
原
則
と
し
て
1
年
間
だ
が
、
寮
長
、

班
長
な
ど
寮
運
営
を
主
導
で
き
る
と

判
断
さ
れ
た
寮
生
は
、
次
年
度
も
残

留
し
新
入
寮
生
を
指
導
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
の
場
と
し
て

歴
史
あ
る「
明
専
寮
」が
再
出
発

九
州
工
業
大
学

　

徳
島
大
学
附
属
図
書
館
で
は
、
徳

島
藩
主
旧
蔵
の
古
地
図
・
絵
図
約

２
０
０
点
を
所
蔵
。
そ
の
中
に
、
初

め
て
日
本
列
島
を
実
測
し
た
伊
能
忠

敬
作
成
の
日
本
地
図「
伊
能
図
」が
含

ま
れ
て
い
る
。
伊
能
図
は
、
東
半
日

本
を
描
い
た
「
沿
海
地
図
」（
中
図
３

舗
）、
西
半
日
本
を
描
い
た「
大
日
本

沿
海
図
稿
」（
中
図
４
舗
）、「
豊
前
国

沿
海
地
図
」（
大
図
３
舗
）
の
合
計

１０

舗
で
、
い
ず
れ
も
針
穴
が
空
い
て
い

る
美
麗
な
仕
立
て
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
「
文
化
元
甲
子
歳
造
之  

伊

能
勘
解
由
」
と
記
さ
れ
た
桐
箱
に

収
め
ら
れ
た
「
沿
海
地
図
」は
、
忠

敬
が
幕
府
に
提
出
し
た
「
東
半
日
本

沿
海
図
稿
」と
同
じ
様
式
の
図
葉
で
、

学
術
的
に
も
文
化
財
的
に
も
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。
図
書
館
で
は
、
こ
れ

ら
も
含
む
高
精
細
絵
図
画
像
デ
ー
タ

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い

る
。

ネ
ッ
ト
で
高
精
細
画
像
を
配
信

附
属
図
書
館
所
蔵
の

貴
重
資
料「
伊
能
図
」徳

島
大
学

四国を描いた伊能図
「大日本沿海図稿（南海）」。

地
域
の
運
動
拠
点
と
な
っ
て
い
る「
岩
見
沢
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
が
、
寮
内
で
毎
週
英
語
教
育
す
る
。 http://www.lib.tokushima-u.ac.jp/~archive/index.html

５月ツツジが満開のフランス式庭園。
奥に峰ヶ丘講堂を望む。

12
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２
０
１
３
年
秋
「
第
91
回
全
日
本
選
手
権

大
会
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
」で
優
勝
し
た
、

東
北
大
学
文
学
部
４
年
の
吉
川
由
姫
さ
ん
。

高
校
時
代
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
て
い
た
吉

川
さ
ん
が
ボ
ー
ト
競
技
の
世
界
に
足
を
踏

み
入
れ
た
の
は
、
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
の

こ
と
。
２
０
１
５
年
に
は
創
部
１
２
０
周

年
を
迎
え
る
漕
艇
部
だ
が
、
吉
川
さ
ん
の

入
部
直
前
に
東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
部

は
練
習
場
所
の
確
保
に
苦
慮
し
た
と
い
う
。

　

練
習
は
ほ
ぼ
毎
日
で
、
水
上
練
習
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
動
き
を

再
現
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
で
の
陸

上
練
習
も
行
う
。
冬
期
や
試
合
前
に
は
埼

玉
県
戸
田
市
の
艇
庫
に
も
足
を
運
ぶ
。

　
「
ボ
ー
ト
競
技
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た

こ
と
は
、
一
生
懸
命
に
打
ち
込
め
る
と
こ

ろ
。
選
手
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

も
コ
ー
チ
も
監
督
も
皆
が
同
じ
気
持
ち
で

日
本
一
を
目
指
し
て
い
て
、
こ
ん
な
に
大

き
な
集
団
が
一
丸
と
な
っ
て
目
標
に
向

か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
と
て
も
好
き
な

ん
で
す
」と
吉
川
さ
ん
は
言
う
。

　

優
勝
か
ら
２
か
月
後
、
吉
川
さ
ん
は
23

歳
未
満
の
世
界
選
手
権
（
U
23
）
日
本
代
表

を
選
考
す
る
合
宿
に
参
加
。
世
界
を
目
指

　

東
京
農
工
大
学
農
学
部
共
同
獣
医
学
科

4
年
の
櫻
井
夏
実
さ
ん
は
、
日
本
テ
コ
ン

ド
ー
選
手
権
大
会
3
連
覇
を
遂
げ
（
女
子
個

人
マ
ッ
ソ
ギ
57
㎏
）、
２
０
１
３
年
7
月
に

ブ
ル
ガ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
第
18
回
世
界

テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会
で
も
ベ
ス
ト
８

に
入
賞
す
る
な
ど
、
世
界
で
活
躍
す
る
武

道
家
。
高
校
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

に
熱
中
し
て
い
た
彼
女
が
テ
コ
ン
ド
ー
と

出
会
っ
た
の
は
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら
の

こ
と
。「
ま
っ
た
く
新
し
い
こ
と
、
そ
れ
も

武
道
を
始
め
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、
テ
コ

ン
ド
ー
部
に
入
部
し
た
。

　

同
大
学
テ
コ
ン
ド
ー
部
は
、
50
名
近
い

部
員
の
全
員
が
、
大
学
入
学
後
テ
コ
ン
ド
ー

を
始
め
た
と
い
う
ク
ラ
ブ
。
練
習
は
週
2
、

3
回
が
基
本
で
、
学
業
や
バ
イ
ト
な
ど
本

人
の
都
合
に
合
わ
せ
て
参
加
で
き
る
自
由

な
雰
囲
気
が
特
徴
だ
が
、
部
員
が
希
望
す

れ
ば
、
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
監
督
か

ら
段
階
に
応
じ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
指
導
を

受
け
ら
れ
る
と
い
う
。

　

櫻
井
さ
ん
は
練
習
を
重
ね
る
ご
と
に
テ

コ
ン
ド
ー
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、
め
き

め
き
腕
を
上
げ
、
段
位
は
３
年
で
初
段

に
。
大
会
で
も
好
成
績
を
挙
げ
る
よ
う
に

す
他
の
選
手
と
競
え
る
レ
ベ
ル
に
い
る
こ

と
を
実
感
す
る
と
同
時
に
、
自
分
の
足
り

な
い
部
分
を
知
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
、
ひ
た
す
ら
ボ
ー
ト
を
漕
ぎ
続
け
た

と
い
う
。
し
か
し
、
惜
し
く
も
選
考
か
ら

漏
れ
て
し
ま
い
、
悔
し
さ
を
滲
ま
せ
た
。

　
「
３
年
間
練
習
し
て
き
て
、
ま
だ
ま
だ
体

力
、
技
術
と
も
に
伸
び
る
。
自
分
を
さ
ら

に
追
い
込
ん
で
、
今
年
は
大
学
選
手
権
も

全
日
本
選
手
権
も
全
て
優
勝
す
る
つ
も
り
」

と
意
気
込
み
を
見
せ
た
吉
川
さ
ん
は
、
今

日
も
ボ
ー
ト
を
漕
ぎ
続
け
る
。

な
っ
た
。
現
在
は
ク
ラ
ブ
を
引
退
し
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
で
あ
る
獣
医
師
を
目

指
し
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
方

で
、
２
０
１
４
年
春
に
は
第
７
回
ア
ジ
ア

大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

　
「
テ
コ
ン
ド
ー
は
私
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
存
在
。
テ
コ
ン
ド
ー
を
通
じ
て
、

子
供
た
ち
や
お
年
寄
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
年
代
の
方
々
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
社
会
人
と
な
っ
た
後
も
、
ず
っ

と
続
け
て
行
き
ま
す
」と
、
ま
さ
に
「
文
武

両
道
」を
い
く
彼
女
の
今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

「
第
91
回
全
日
本
選
手
権
大
会

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
」で
見
事
優
勝
！

東
北
大
学
／
吉
川
由
姫
さ
ん

文
武
両
道
を
い
く
獣
医
師
の
た
ま
ご
は
、

テ
コ
ン
ド
━
の
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

東
京
農
工
大
学
／
櫻
井
夏
実
さ
ん

女子ダブルスカル決勝のゴール直後。
吉川由姫さん（左）、細田夏光さん（右）

第18回世界テコンドー選手権大会での櫻井さん。
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日
本
の
若
手
女
性
科
学
者
が
、
国
内
で

研
究
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
奨
励
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
本
ロ
レ
ア
ル
が

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
の
協
力
の
も

と
創
設
し
た
「
ロ
レ
ア
ル
―
ユ
ネ
ス
コ
女
性

科
学
者　

日
本
奨
励
賞
」を
、
名
古
屋
工
業

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

２
年
の
小
原
睦
代
さ
ん
が
受
賞
し
た
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
「
酵
素
を
凌
駕
す
る
触
媒

創
製
―
新
触
媒
を
用
い
て
医
薬
品
分
子
の

　

鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
学
校
教
育
研
究

科
１
年
の
西
森
貴
志
さ
ん
は
、
２
０
１
３

年
１１
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
首
都
決
戦
２
０
１
３
」で
、
初
出
場

な
が
ら
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
と
は
、
自
分
の
気
に
入
っ
た
本
を

５
分
間
で
紹
介
し
、
ど
の
本
を
一
番
読
み

た
く
な
っ
た
か
を
、
参
加
者
全
員
の
投
票

で
決
め
る
も
の
。
２
０
０
７
年
に
考
案
さ

れ
、
今
、
全
国
の
大
学
や
図
書
館
を
は
じ

め
急
激
に
広
ま
っ
て
い
る
。

　

西
森
さ
ん
は
越
谷
オ
サ
ム
さ
ん
の
『
ボ
ー

ナ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
』を
、“
小
説
が
軽
快
な
リ

左
右
を
作
り
分
け
る
」。
つ
ま
り
、
医
薬

品
類
を
創
る
た
め
に
重
要
な
技
術
と
な
る

触
媒
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
。

１
セ
ン
チ
に
も
満
た
な
い
薬
で
知
り
合
い

の
病
気
が
治
り
、
笑
顔
を
取
り
戻
し
た
こ

と
が
研
究
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う

小
原
さ
ん
は
「
先
生
や
先
輩
、
後
輩
に
支
え

ら
れ
、
皆
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
研
究
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
か
ら
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
た
」と
振
り
返
る
。

　

将
来
は
「
こ
の
技
術
で
新
し
い
医
薬
品
、

実
用
的
医
薬
品
の
製
造
方
法
を
開
発
し
た

い
」と
い
う
小
原
さ
ん
。
研
究
者
と
し
て
薬

の
開
発
だ
け
で
な
く
次
世
代
の
若
い
女
性

研
究
者
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
彼
女

に
か
か
る
期
待
は
大
き
い
。
そ
れ
で
も
や

る
と
決
め
た
ら
や
る
と
い
う
持
ち
前
の
性

格
と
、
そ
れ
を
支
え
る
周
り
の
人
た
ち
が

い
る
限
り
彼
女
の
夢
に
不
可
能
は
な
い
だ

ろ
う
。

　

最
後
に
次
世
代
の
「
リ
ケ
ジ
ョ
」へ
次
の

よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
れ
た
。

　
「
諦
め
ず
に
続
け
て
い
た
ら
、
こ
の
賞
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
輩
の
リ
ケ

ジ
ョ
の
皆
さ
ん
も
男
女
は
関
係
な
い
の
で
、

興
味
の
あ
る
こ
と
を
や
ろ
う
！
」

ズ
ム
で
進
む
中
で
、
人
と
幽
霊
の
関
わ
り

合
い
を
通
し
て
、
生
き
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
生
き
る

楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
本
で
あ
る
”
と
紹

介
し
た
。

　
「
と
て
も
大
き
な
舞
台
で
し
た
が
、
特
に

緊
張
す
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
他
の
参
加

者
の
素
晴
ら
し
い
発
表
も
あ
り
、
大
会
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
賞
を
い
た

だ
け
た
の
も
、
自
分
が
楽
し
ん
で
紹
介
す

る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」と
大
会
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
。

　

西
森
さ
ん
は
、
全
国
大
会
地
区
予
選

に
出
場
し
て
徳
島
・
香
川
地
区
の
代
表
に

選
ば
れ
、
首
都
決
戦
に
進
出
し
た
ほ
か
、

２
０
１
３
年
春
の
徳
島
大
会
で
金
城
一
紀

さ
ん
の
『
レ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
No.
３
』を

紹
介
し
て
２
位
に
な
っ
た
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
、「
自
分
自
身

が
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
、
こ
れ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鳴
門
教
育
大
学
は
も
ち
ろ
ん
県
内
の
大

学
に
も
広
め
、
い
つ
か
大
学
同
士
の
対
抗

戦
な
ど
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。」と
熱
く
語
る
。

国立大学では大学独自のユニークな授業が行われる一方、課外活動で全国
大会、世界大会で活躍する学生たちも大勢いる。ここでは授業や課外活動
に真剣に取り組む学生、グループの活動を紹介する。

「ビブリオバトル首都決戦2013」で特別賞を受賞した西森さん。

「2013年度ロレアルーユネスコ女性科学者日本奨励賞」を受賞する小原さん。

「
２
０
１
３
年
度 

日
本
ロ
レ
ア
ル
―
ユ
ネ
ス
コ

女
性
科
学
者
日
本
奨
励
賞
」を
受
賞

名
古
屋
工
業
大
学
／
小
原
睦
代
さ
ん

「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
首
都
決
戦
２
０
１
３
」

特
別
賞
受
賞
で
本
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

鳴
門
教
育
大
学
／
西
森
貴
志
さ
ん
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